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平成２９年度事業計画 

営業収益目標３８億円 

 ＪＲ四国労組は２月２８日、ジェイアール四国バスの平成２９

年度事業計画等について説明を受けた。（詳細は別紙参照） 

 平成２９年度は、安全方針である「安全綱領」の下「安全・安心輸送の確立」に向

け全社員がプロ意識に徹し、お客様に安心してご乗車頂ける体制作りをさらに強化し

ていく。また、昨今の経営環境に楽観視することなく将来を見据えて、間接部門の業

務運営の効率化や運行部門と販売部門のコスト削減とも合わせ、基幹的事業である高

速バス路線の収益性の向上に取り組み、補完的事業の模索などにより、地域社会から

信頼される企業としてあるべく、強靱な経営体質を目指す。 

 具体的には、引き続き安全・安心運転の推進に向けハード、ソフト両面から取り組

むとともに、高速バスの輸送改善として、ご利用実績の把握により適時適切な施策に

よる収益性の向上に取り組む。また、高速バスの販売部門では、インターネットやコ

ンビニ予約のご利用シェアの拡大など、利用環境が変化している乗車券予約受付や販

売手段の変化に応じた効率的運営を模索していく。

人材の育成等については、本社支店間での各種情報の伝達による連携強化やコンプ

ライアンス重視の組織風土づくりに努めるとともに、乗務員グループ制の活動やパワ

フルのサークル活動の活性化等を通じて、風通しのよい社風づくりを推進する。また、

社員研修を実施し、当社で勤める会社人としての意識改革を図る。

また、働き方の見直しが課題となるなか、過労防止はもとより、健康起因事故の防

止に向けて、日頃から社員の健康管理意識を醸成するため、健康診断データへの関心

度を高め、要精密検査の指摘を受けた場合の受診を慫慂するとともに、60 歳以降の雇

用継続を見据えて、高年齢での体調の変化を捉えた観点からの指導を行う。 

等の計画が示された。 

以 上 
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